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小
田
原
最
大
の
観
光
イ

ベ
ン
ト
、
総
勢
2
0
0
0

名
に
も
及
ぶ
武
者
行
列
の

パ
レ
ー
ド
で
武
者
隊
・
騎

馬
隊
・
鉄
砲
隊
を
中
心
に
、

市
内
の
中
学
校
の
吹
奏
楽

部
、
バ
ト
ン
チ
ー
ム
な
ど

の
音
楽
隊
や
小
田
原
ち
ょ

う
ち
ん
踊
り
、
御
輿
な
ど

の
ま
ち
衆
隊
を
加
え
、
市
内
を
勇
壮
に
練
り
歩
き
ま
す
。
ま

た
5
月
4
・
5
日
に
は
、
小
田
原
市
内
の
4
神
社
の
例
大
祭

が
行
わ
れ
山
車
・
御
輿
数
十
基
が
勇
壮
に
渡
御
し
ま
す
。

場
所
…
小
田
原
城
址
公
園
と
そ
の
周
辺

（
小
田
原
駅
か
ら
徒
歩
10
分
）

新
製
品
情
報

災
害
時
に
火
は
使
わ
ず
に
水
を
注
ぐ

だ
け
で
、
お
湯
が
わ
く
優
れ
も
の
で
す
。

最
大
1
褄
の
お
湯
を
わ
か
す
こ
と
が
出

来
、
A
4
サ
イ
ズ
な
の
で
防
災
用
避
難

袋
に
収
納
で
き
ま
す
。
ま
た
キ
ャ
ッ
プ

の
つ
い
た
袋
を
使
う
と
ポ
ッ
ト
と
し
て

保
温
、
必
要
量
の
み
注
げ
ま
す
。
広
口

●
譁
ト
ラ
イ
・

カ
ン
パ
ニ
ー
様

「
湯
わ
か
し
B
O
X
」

▲湯わかしBOX（基本セット）

フ
ァ
ス
ナ
ー
袋
を
利
用
す
れ
ば
レ
ト

ル
ト
食
品
、
缶
詰
類
の
温
め
も
。

基
本
セ
ッ
ト
は
1
個
2
4
0
裼
×
10

セ
ッ
ト
。
補
充
パ
ー
ツ
も
あ
り
ま
す
。

小
田
原
北
條
五
代
祭
り

乕
5
月
3
日
（
水
・
祝
）

毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
恒
例
の
国
内
最
高
峰
の
レ
ー

ス
で
す
。
場
所
は
昨
年
コ
ー
ス
を
改
修
し
、
来
年
か
ら
F
1

日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
富
士
ス

ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
。
日
産
か
ら
Z
、
ホ
ン
ダ
か
ら
は
N
S
X
と

市
販
さ
れ
て
い
る
お
馴
染
み
の
車
が
レ
ー
ス
車
両
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
人
気
の
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
す
。
今
年
、

ト
ヨ
タ
か
ら
は
ニ
ュ
ー
マ
シ

ン
と
し
て
レ
ク
サ
ス
S
C
4

3
0
が
投
入
さ
れ
、
更
に
レ

ベ
ル
の
高
い
レ
ー
ス
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
で

す
。
前
売
り
観
戦
券
の
価
格

は
大
人
一
人
5
0
0
0
円
で
、

ペ
ア
の
場
合
は
9
4
5
0
円

で
す
。 ス

ー
パ
ー
G
T
第
三
戦

富
士
G
T
5
0
0
袰
レ
ー
ス

乕
5
月
3（
水
・
祝
）〜
4
日（
木
・
祝
）

伊
豆
の
国
市
、
北
江

間
の
い
ち
ご
狩
り
セ
ン

タ
ー
で
い
ち
ご
狩
り
感

謝
デ
ー
と
し
て
入
園
者

に
感
謝
を
込
め
て
当
日

特
別
料
金
で
（
1
0
0

0
円
の
と
こ
ろ
300
円
）

で
入
園
で
き
ま
す
。
ジ
ャ
ム
作
り
体
験
や
鱒
の
つ
か
み
捕
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

江
間
い
ち
ご
狩
り

乕
5
月
5
日
（
金
・
祝
）

1
9
5
1
年（
昭
和
26
）現
在
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
あ
た
る
期

間
に
上
映
さ
れ
た
映
画
「
自
由
学
校
」が
、
正
月
や
お
盆
興
行
よ
り
ヒ

ッ
ト
し
た
の
を
期
に
、
多
く
の
人
に
映
画
を
見
て
も
ら
お
う
と
、
当

時
、
大
映
専
務
の
松
山
英
夫
氏
が
作
っ
た
造
語（
和
製
英
語
）。
言
葉

の
由
来
は
、
ラ
ジ
オ
で
最
も
聴
取
率
の
高
い
時
間
帯
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ

イ
ム
」に
習
っ
た
も
の
で
、
当
初
は「
黄
金
週
間
」と
言
わ
れ
て
い
た
が
、

イ
ン
パ
ク
ト
に
欠
け
る
こ
と
か
ら
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
な
っ
た
。

◆
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
語
源
・
由
来

　今年もゴールデンウィークがやってきます!!会社や
人によっては10日以上の休みをとって海外へ行く人
も多いようです。……しかし!!休みというのは長さで
はなくどう過すのかが大事です!!スズイン編集部がオ
ススメするイベントをご紹介します!!

　今年もゴールデンウィークがやってきます!!会社や
人によっては10日以上の休みをとって海外へ行く人
も多いようです。……しかし!!休みというのは長さで
はなくどう過すのかが大事です!!スズイン編集部がオ
ススメするイベントをご紹介します!!

●
う
れ
し
、
た
の
し
、
入
園
式

平
成
18
年
4
月
7
日
に
長
女
、
愛
子

が
幼
稚
園
へ
入
園
し
ま
し
た
。

そ
の
日
は
朝
か
ら
興
奮
し
た
よ
う
す

で
6
時
に
は
起
き
、
幼
稚
園
の
し
た
く

を
一
生
懸
命
し
て
い
ま
し
た
。

入
園
式
は
、
10
時
か
ら
始
ま
り
、
広

い
教
室
で
母
親
と
一
緒
に
す
わ
り
、
園

長
先
生
の
お
話
を
真
剣
に
聞
い
て
い
た

よ
う
で
す
。

私
は
仕
事
の
都
合
上
、
参
加
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ビ
デ
オ
で
入
園
式
の

様
子
を
見
て
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。

子
供
の
成
長
は
と
て
も
早
く
、
毎
日

を
精
一
杯
生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
も
2
人
の
子
供
と
、
日
々
成
長
し
な

が
ら
一
緒
に
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
の
日
は
、
桜
が
満
開
で
し
た
。

●
市
川
係
長
の
コ
メ
ン
ト

●
志
村
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

輕
あ
っ
軫と
い
う
間
に
3
年
間
の
幼

稚
園
生
活
が
終
わ
り
、
小
学
校
に
入

学
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

6
年
間
　
頑
張
っ
て
ね
！
　
　

▲志村さんの長男夏
なつ

基
き

くん
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今
年
は
、
春
を
満
喫
す
る
前
に
梅
雨

を
迎
え
て
し
ま
い
そ
う
な
気
が
…
…
。

中
国
や
韓
国
の
問
題
な
ど
あ
っ
て
日

本
の
未
来
に
希
望
が
持
て
な
い
今
日
こ

の
ご
ろ
で
す
。

【
小
野
】

娘
が
や
っ
と
働
く
様
に
な
っ
た
と
思

っ
た
ら
、
も
う
車
を
ぶ
つ
け
て
、
相
手

も
な
く
自
分
に
ケ
ガ
も
な
か
っ
た
か
ら

良
い
様
な
も
の
の
ハ
ラ
ハ
ラ
さ
せ
ら
れ

て
身
も
細
る
思
い
（
笑
）

親
っ
て
一
生
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
ん
で
す

ね
〜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
川
村
】

花
粉
の
飛
散
量
が
昨
年
よ
り
少
な
か

っ
た
の
で
、
今
年
は
花
粉
症
に
悩
ま
さ

れ
る
こ
と
が
少
な
く
助
か
り
ま
し
た
。

以
前
制
作
し
た
号
を
参
考
に
し
て
新

聞
を
制
作
し
て
い
ま
す
が
、
志
村
さ
ん
家

の
夏
基
君
が
3
年
前
の
写
真
と
較
べ
て
、

成
長
し
て
い
る
の
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
い
ろ
い
ろ
見
較
べ
て
み
る
と
面

白
い
と
思
い
ま
す
よ
。

【
芹
沢
】

編集
後記

●
五
月
一
日（
月
）〜
六
月
十
五
日（
水
）

河
津
町
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●
五
月
六
日（
土
）

長
泉
町
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●
五
月
二
十
一
日（
日
）

沼
津
市
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●
五
月
十
九
日（
金
）〜
二
十
一
日（
日
）

下
田
市
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…
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
年
）
、

も
と
は
風
待
ち
港
だ
っ
た
下
田
に
、

ペ
リ
ー
提
督
率
い
る
米
国
海
軍
が

日
米
和
親
条
約
に
よ
り
来
航
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
鎖
国
政
策
に

終
止
符
が
打
た
れ
、
近
代
日
本
の

幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
功

績
を
後
世
に
伝
え
、
ま
た
国
際
親

善
に
貢
献
す
る
た
め
、
昭
和
九
年

よ
り
「
黒
船
祭
」
が
始
ま
り
ま
し

た
。記

念
式
典
や
墓
前
祭
が
お
ご
そ

か
に
行
わ
れ
る
一
方
で
、
開
国
市

や
黒
船
に
ぎ
わ
い
パ
レ
ー
ド
な
ど

活
気
に
あ
ふ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
す
。
異
国
情
緒
の
あ
ふ
れ

る
下
田
で
幕
末
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
よ
う
な
気
分
が
味
わ
え
ま
す
。

●
六
月
十
日（
土
）〜
六
月
十
一
日（
日
）

富
士
市

�b
�j
�Z
��
�G

…
吉
原
祇
園
祭
は
通
称
「
お
て
ん

の
う
さ
ん
」と
呼
ば
れ
、
数
百
年
余

り
に
渡
っ
て
親
し
ま
れ
て
き
た
毎

年
20
万
人
を
集
め
る
富
士
市
最
大

の
お
祭
り
で
す
。
各
町
内
が
飾
り

立
て
た
21
台
の
山
車
の
引
き
回
し

や
、
各
神
社
の
神
輿
が
街
中
を
練

り
歩
き
、
吉
原
本
町
通
り
に
は
200

軒
を
越
す
露
店
が
並
び
ま
す
。
こ

の
祭
り
は
京
都
の
祇
園
祭
の
流
れ

を
汲
み
、
悪
霊
・
疫
病
を
退
散
さ
せ

る
祈
り
が
、
祭
り
の
形
と
な
っ
て
受

け
継
が
れ
た
も
の
で
す
。

●
七
月
一
日（
土
）

沼
津
市

�‚
�|
�’
�V

昭
和
63
年
10
月
頃
電
話
機
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
技
士
の
国
家
試
験
を
修
得
し

（
無
線
設
備
、
ア
ン
テ
ナ
設
備
）
開
局

承
認
証
（
電
波
監
理
局

よ
り
）
自
分
の
コ
ー
ル

J
M
2
R
V
T
と
い
う

名
称
で
初
電
波
を
発
信

し
た
事
を
思
い
出
し
ま

す
。
今
ま
で
国
内
で
は

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

8
、0
0
0
局
以
上
の

無
線
局
と
交
信
し
、
デ

ー
タ
処
理
は
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
に
て
処
理
し
、

同
一
局
と
再
度
交
信
の

場
合
即
対
応
処
理
出
来

る
仕
組
み
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
外
国
の
ア
マ
チ
ュ
ア
局

と
交
信
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。
私
は
英

語
で
会
話
す
る
事
が
苦
手
の
為
、
ア
マ

第28回
 

毎回、一人の方に四つのテーマの内どれかを選んで記事を書

いてもらいます。 

テーマ：わたしの 

 
次回の記者は今回担当された方が決めることになります。 

・今、はまっているもの 
・大切なもの 
・お宝 
・ペット 

今回の記事担当者は　杉沢　明彦さん 
テーマは『 今はまっている物、アマチュア無線です 』 

次
回
は
社
長
で
す
！
ど
ん
な
テ

ー
マ
か
興
味
津
々
で
す
ね
!!

チ
ュ
ア
記
号
用
語
で
交
信
し
て
来
ま
し

た
。
今
ま
で
ハ
ワ
イ
、
ソ
連
、
中
国
、

他
国
の
局
と
交
信
し
交
換
し
た
交
信
証

カ
ー
ド
を
見
る
時
が
一
番
楽
し
い
時
間

で
す
。
ま
た
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
電

波
は
季
節
、
あ
る
い
は
時
刻
に
よ
っ
て

差
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
2
0
、0

0
0
局
を
め
ざ
し
て
交
信
を
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
国
内
相

手
を
呼
び
出
す
方
法
は
「
C
Q
、
C
Q
、

C
Q
、
こ
ち
ら
は
J
M
2
R
V
T
」
と

三
回
く
り
か
え
し
ま
す
。
国
外
は
「
ハ

ロ
D
X
、
J
M
2
R
V
T
」
と
三
回
繰

り
返
し
ま
す
。

本
意
な
最
後
を
迎
え
た
の
か
。
イ
ー
ス

タ
ー
島
の
章
で
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
「
モ
ア
イ
」
像
、
最
大
の
も
の
は
80

ト
ン
の
重
量
が
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
先
史
時
代
の
イ
ー
ス
タ
ー
島
の

ポ
リ
ネ
シ
ア
先
住
民
た
ち
は
ク
レ
ー
ン

も
使
わ
ず
車
輸
も
機
械
も
金
属
器
も
荷

役
用
の
動
物
も
、
つ
ま
り
人
間
の
筋
力

以
外
は
い
っ
さ
い
使
わ
ず
に
、
こ
れ
ら

の
石
像
を
運
搬
し
台
座
に
据
え
た
の
だ
。

完
成
前
の
あ
ら
ゆ
る
石
像
が
残
さ
れ
て

い
る
。
不
気
味
な
印
象
を
受
け
る
の
は

ど
こ
か
の
工
場
に
い
る
感
覚
で
、
そ
こ

の
作
業
員
全
員
が
ど
う
い
う
わ
け
か
突

然
作
業
を
中
断
し
道
具
を
ほ
う
り
投
げ

一
斉
に
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に

よ
う
に
見
え
る
、
故
意
に
破
壊
さ
れ
た

り
顔
面
を
傷
つ
け
ら
れ
た
と
お
ぼ
し
き

も
の
も
あ
る
。
敵
対
す
る
彫
り
手
集
同

士
が
互
い
に
製
作
像
を
破
壊
し
合
っ
た

か
の
よ
う
だ
。
誰
が
な
ぜ
そ
こ
ま
で
の

労
力
を
か
け
、
こ
れ
ら
の
石
像
を
彫
り
、

ど
う
や
っ
て
か
く
も
巨
大
な
石
の
塊
を

過
去
に
数
多
く
の
社
会
が
崩
壊
し
大

規
模
な
古
蹟
を
後
代
に
遺
し
て
き
た
。

イ
ー
ス
タ
ー
島
、
マ
ヤ
文
明
等
の
繁
栄

は
環
境
に
負
荷
を
与
え
、
や
が
て
そ
れ

が
跳
返
っ
て
崩
壊
が
始
ま
る
。
文
明
盛

衰
の
サ
イ
ク
ル
の
秘
密
に
世
界
史
の
多

様
な
事
例
を
綿
密
に
分
析
し
た
1
冊
で

す
。
は
な
は
だ
し
い
労
苦
の
末
に
築
い

た
偉
大
な
る
建
造
物
を
打
ち
捨
て
、
時

代
の
闇
に
消
え
さ
っ
た
、
栄
華
を
き
わ

め
た
社
会
が
ど
う
し
て
崩
壊
の
憂
き
目

を
見
る
に
至
っ
た
の
か
、
住
民
は
ど
う

い
う
運
命
を
た
ど
っ
た
の
か
、
よ
そ
の

土
地
に
移
っ
た
の
か
「
だ
と
す
れ
ば
」

そ
れ
は
な
ぜ
か
、
あ
る
い
は
当
地
で
不

運
び
台
座
に
据
え
た
の
か
、
そ
し
て
な

ぜ
最
後
に
そ
の
石
像
を
倒
し
て
し
ま
っ

た
の
だ
。
興
味
は
つ
き
な
い
。
食
料
動

物
種
の
絶
滅
と
森
林
破
壊
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
よ
る
搾
取
と
虐
待
に
よ
る
崩
壊
、

そ
し
て
最
後
の
1
本
の
木
ま
で
も
切
り

倒
し
て
し
ま
っ
た
。
歴
史
か
ら
消
滅
し

て
し
ま
っ
た
社
会
が
た
ど
っ
た
道
は
環

境
破
壊
の
法
則
が
ひ
そ
ん
で
い
る
環
境

危
機
を
巧
み
に
乗
り
越
え
た
例
と
し
て

江
戸
時
代
の
日
本
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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●
七
月
一
日（
土
）〜
二
日（
日
）

伊
豆
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七
月
二
十
九
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）〜
三
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日（
日
）

沼
津
市
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